
教科等のコラボで図書館活用を広げる

ー図書館コラボによる学びの深まり―

『学校図書館』 6月号

6月号は、 教科等のコラボで図書館利活用を広げる
―図書館コラボによる学びの深まり―です。コラボで図書館活用です。





前の資料の説明

• この資料は、コラボする美術と国語の、授業のねらいと授業計画です。

•図書館活用をさらに広げるために、各教科とコラボレーションして、一緒
に授業計画を立てながら、図書館活用をコーディネートして広げていき
ます。

• それまでは美術科の授業で図書館を使うことはなく、一度使ってもらい
たいと思い美術の教員に授業での図書館活用を持ちかけ、国語科と美
術科のコラボ授業を企画しました。

• 3年の美術では「日本の伝統色・古典文様」を学習するということなので、
3年の国語「和歌の世界」とコラボレーションし、授業計画段階で図書館
活用をコーディネートします。



校内研究授業

国語科では「和歌から
読み取った情景や心情
を、物語・鑑賞文、に表
現して味わうことにより、
和歌の世界に深く入りこ
む」ねらいで、好きな和
歌を選んで調べます。

校内研究授業で、校長
をはじめ他の教科の教
員らに、図書館を活用し
た授業のプレゼンを参観
してもらいました。



調べ学習 美術科「日本の伝統食と古典模様」

並行して美術科
では、図書館資料
を利用して「日本
の伝統色と古典文
様」の授業を実施
しています。

美術の教員から
は、白黒プリントで
はなく、いろんな色
と文様をカラーで
見せることができ
てよかったというこ
とでした。



和歌を色（文様）で表現ー淡彩画ー
図書館での調べ
学習をもとに、和歌
を色で表現する「淡
彩画」の授業です。

国語で自分が調
べた和歌に、作者
の気持ちや作者の
見ている風景のイ
メージを膨らませ、
一番大切な部分を、
色と模様にしていく
授業です。

和歌の作者の心
の中という、形のな
いものを色で表現し
ます。和歌を読み取
り想像を膨らませ、
心の中の印象やイ
メージを、抽象的に
「色や形」「にじみ・
かすれ」等で人に伝
えます。



―僕の和歌は、大人の難しい恋の話

だったので、これをどうやって絵で表現し
たらいいのか、ずーっと悩み考えました。
丸い淡い５色は、それぞれ、恋の感情、
嫉妬の気持ち、人に知られたくない悩み、
諦められない心、などを表します。

出来上がった作品を、生徒の感想で 少し紹介します。



―ずっと美しかった小野小町が

色あせてゆく、はかない思いが
にじみ出るような色を緋色とい
う色で表現できました。



和歌「淡彩画」作品

「同じ和歌でも、人それぞれ違うとらえ方をするということに、すごく素敵だと思った」 「和歌を深く考えられた。」
―この合同授業で、ぼくは和歌のすごさやおもしろさに気付くことができました。
日本の伝統色を使って、自分の調べた和歌をより良いものにできて良かった。



『文化発表会』展示

図書館を活用した美術科と国語科のコラボレーション作品を、文化発表会で同じ和歌を調べた作品ごとに
展示します。共感したり違いを認め合ったようです。



この要領で、理科・国語科のコラボで図書館活用です
1年生が校庭の花や草や虫を観察する姿を見かけたので、「植物図鑑や昆虫図鑑、図書館に色々ありますよ。」

というような話を理科の教員に持ちかけたのがきっかけで、理科と国語科のコラボしながらの図書館活用が始まり
ました。



理科では校庭や学校
周辺に生活する様々な
生物を探し、観察します。
ルーペを使って選んだ植
物の花や葉を細かく観
察し、スケッチし、理科の
ワークシートをまとめて
います。
1年の国語は、工藤直

子さんの「野原はうたう」
詩の単元で、図書館で
の理科の調べ学習に
よって、いろんな草や花
や昆虫の世界のイメージ
を、詩の中に引き込み、
詩の世界が広がるように、
というねらいでコラボして
います。



タンポポは250個の花が集まって1つの花となる、という理科でわかった感動を、詩と挿絵にし,
春の新しい出会いの喜びを表現しています。



校庭での観察や図書館での
調べ」により、花・昆虫の世界
のイメージが新たな発見と感
動で広がり、それに乗っかり、
詩の創作では観察した生物に
なりきって、自分の姿・ねがい
ごと・希望を浮かび上がらせ
ている。という作品です。

教室に掲示して、「これいい
なあ」と言ってくれる担任や、
学級通信でクラスみんなの作
品を順番に紹介してくれる担
任もいました。

これらの、美術と国語、理科
と国語というように、教科のコ
ラボによる図書館活用により、
思考（学び）が深まったのでは、
と考えます。

また、このあと、理科で時々、
図書館活用がある、とか、美
術の教員が図書館担当を志
願して大きく貢献してくれると
か、つながりが生まれていき
ました。



アクティブ・ラーニングを支える図書館活用

ー ＩＣＴ活用で広がる情報活用力 －

『学校図書館』 7月号

7月号は、アクティブ・ラーニングを支える図書館活用、ＩＣＴ活用で広がる情報活用力です。
中学3年の社会科と総合学習で、ＩＣＴを活用した調べ学習で人権学習に取り組んでいます。
中学校３年の10月で、進路関係のこともあり、十分な時間が確保できず、限られた少ない時間の中で、よ
り多くの情報が得られるように、ということで、インターネットと本の両方を活用することにした取組みです。



4月号で述べました、本校実施

の図書館活用計画予定表により、
４月の段階で、社会科教員から本
の準備の依頼があり、実施の10

月までには十分に本の準備を行
うことができました。

調べ学習のテーマについても、
自館にある本から、社会科教員・
学校司書・司書教諭で相談して決
定し、それに必要な本を新たに購
入するなど、200冊の人権に関す
る本を準備しました。

この調べ学習では、日本だけに
とどまらず、世界の多様な人権問
題に目を向けさせることで、幅広
い視野に立って物事を考える力を
つけさせたい。ＩＣＴを活用して主
体的に問題と向き合い、多くの資
料から考える活動を通して、より
奥行きのある人権感覚を身につ
けさせたいと考えていました。



•パソコン検索について 事前に、教員向けの
ＩＣＴ活用のための コン
ピュータ室利用ガイダン
スを行ったことも有意義
でした。

生徒は、「インターネッ
トで検索したい語彙」を
あらかじめ本で調べて
からインターネット検索
し、また、インターネット
検索ではわかりにくい
箇所を本で調べる、等、
生徒は、インターネット
検索と本の両方をうまく
活用し、多くの情報を得
ることができたようです。



レポートに必ず記載する内容も提示しながら、情報源・参考文献の明記の仕方、
著作権・引用のルール等、利用指導も行っています。



学年集会で、それぞれのクラスの代
表になった班が、視聴覚機器を活用
して資料を提示し、わかりやすく伝え
合う活動を行っています。

社会科の教員からは、「このＩＣＴを
活用した調べ学習を通し、生徒たちは、
教員が提示したテーマ以上に、こちら
の予想の範囲を超えて自らテーマを
考え、広く調べる班も出てくるなど、自
分たちで解決する力が向上し、豊か
な人権感覚を育むことができた。」と
いうことでした。



情報収集とパワーポイント発表

学校図書館に、人権に関
する本が揃ったのを機に、
毎年、1年生でも2年生でも、

ＩＣＴを活用した情報収集・
情報活用・情報発信が行
われることにつながってい
きました。





前の写真の説明

“生徒会＆学校図書館＆道徳”のコラボの取組みです。

本校では、東日本大震災があった次年度の生徒会活動で、自分たちにできる事は何かを考え、人と人の絆の大切さを考える

「絆プロジェクト」を企画しました。間に、学校図書館の本や新聞など資料を活用して、震災の被

害の実態、ボランティアの意義、命の大切さについて考え、取り組みました。

その時に、本校図書館にある絵本『はるかのひまわり』のモデルである加藤いつか氏を招き講演会を行いました。

東日本大震災でがれきの下敷きになって亡くなったはるかさんのお姉さんです。

その際に、学校図書館とタイアップして、総合学習や道徳の時

その前に、生徒会企画の全校集会で、学校司書が絵本『あの日をわすれない はるかのひまわり』の読み聞かせを行っています。

その後、各教室で道徳の時間に、学校図書館の本や阪神・淡路大震災の資料を使って、一斉に授業を行い、次に、生徒会主催で

この絵本のモデルである、はるかさんのお姉さんを“語り部”として学校に招き、じかに阪神・淡路大震災の体験を語っていただき

“家族・命の大切さ”を全校で学んでいます。

その後、はるかさんが亡くなった場所から芽をだしたといわれる“ひまわりの種”を植えようと、生徒会企画で放課後集まって、

校舎横にある畑の草引きをして耕し、はるかのひまわりの種を蒔き。夏休み中の水やり当番も決め、「はるかのひまわりを育てよう」

かつ「支え合って生きる心を育てよう」と取り組みました。

これらの取組みを通し、生徒の感想には、人の心の温かさや命の危うさについて書かれたものがたくさんあり、命の大切さにつ

いて深く考えられたことがよくわかりました。

この取組みが地域の新聞にも取り上げられたことから、生徒たちは達成感を味わえたようでした。

このように、学校図書館の本が道徳や総合的な学習の時間で活躍することも、次第に増え、学校図書館としての大切な役割を

果たせたのではないだろうか。と思っています。



数学「統計」プレゼンテーション資料作成



• 数学科と学校図書館活用と生きる力です。

• 図書館担当教員を倍に増員してから、数学の教員も図書館教育部に入り、それがきっかけで、1年生の数学科

で統計の調べ学習を行うに至りました。計算方法を覚えるだけでなく、数学を身近で楽しく生活で使えるようにな

るといい、というねらいで始まったものです。

• 資料は、朝日年鑑を中心に、ポプラディア・新聞・百科事典・インターネット検索、等の資料を活用しています。

• 自分たちで、資料整理し、結論を導き、班でまとめ、プレゼンしています。

各クラスの発表日時を記した 「グループ発表のお知らせ」を担任に配り、「子どもたちがとても頑張っています

ので、もしお手すきでしたら見に 来てください」 という授業見学案内を各担任に知らせていました。

• 数学の教員から、成果として、教科書の範囲の内容を超え、大学で習う数学に自らたどり着いた生徒もいた。

身近で生活で使えるように、実生活でよりよく活用できる一歩を踏み出した。ということでした。

• どの教科の取組みもそうでしたが、「本や資料とつながることができる生徒として、また、つながりを共有できる

集団としての成長が見られました。

• このように、「自らの課題設定や、ＩＣＴ活用による諸資料からの情報収集、主体的な情報処理、教え合い伝え合う

情報伝達、どのプロセスにおいても、主体的で協働的な学びとなり、このようにして学校図書館はアクティブ・

ラーニングを支え、教科等を総合的・横断的にさまざまな学びをつなぐ可能性を一層広げている」 と考えます。

前の写真の説明



図書委員会活動を活性化させる

運営をめざして

『学校図書館』 8月号

8月号は、「図書館教育部の運営と組織の拡大」です。
図書委員会活動、や図書館活用を活性化させるために、図書館教育部の組織を拡大し、
多くの教員に関わってもらう組織の体制作りをしていく事が大切だと実感しています。



•図書館教育年間計画
図書委員の生徒と一緒
に行う年間の図書委員会
活動計画です。

本校は以前、各学年か
ら1名ずつ計3人で、概ね

国語科の教員のみで図
書館教育部を構成してい
ました。

この少人数の組織では
図書委員会活動等、図書
館に関することが中々広
まりにくいので、一人でも
多くの担当者を、そして若
い教員を巻き込んで運営
していこうと試みました。



校務分掌の図書館担当を、各学年から2名ずつにして以前の2倍に増員し、学校司書を含め計7人で図書委員会を運営していくことにしました。

以前の倍の人数に拡大するということは、国語科だけでなく、理科・数学・英語・美術・社会等の教員や学年主任など、多くの教科の教員が図書館担当
に入って、図書館教育にも関わってもらえる可能性が出てくるということであり、これが大切だと思っています。

例えば、図書館担当になったのがきっかけで、数学「統計」の調べ学習をしたり、これまで図書館利用の少なかった教員も、生徒たちと一緒に図書館
行事を企画して実施するなどの活動を通し、図書館への理解が深まっていったことを実感します、組織を拡大することが、一気に図書館教育を学校教
育の中に広げていくことにつながりました。

図書委員会活動行事を。それぞれ教員に得意分野を担当してもらう。例えば美術の教員には“漫画で語ろう会”を主担でもってもらう。学年主任には
昼休みの図書館見回りや図書館で起こる生徒指導など、図書館でのふれあい活動を主担で行ってもらう。など、それぞれ得意な分野を主担でもって、
ともに手分けしてみんなで協力して関わる協力体制作りをします。



朝の校門で読書月間の本準備の呼びかけ

図書委員会の各行事ですが、
読書月間は、本の準備ができて
いることが一番大切であるので、
さまざまな手立てを試みてみまし
た。

図書委員が朝の校門で本の準
備を呼びかけ、「読書月間です。
朝も図書館が開いています。

朝も本を借りられますよ。」と声
をかけます。



朝の読書「めざせ1万ページ」

朝の読書の様子です。

図書委員が校内放送で、
読書開始を促したり、また、
きれいなピアノ曲を流し、
読書開始である事を知ら
せたり、図書委員が頑張っ
ています。
先生が読んでいると、
生徒もよく読みます。



読書月間では、

読書リレーカードを全
校生徒に配布します。

励みにして、1万
ページを目ざします。



読書月間中は、図書委員が本を選んで学級文庫を設置します。
図書委員会イベントの“町立図書館見学会”の機会に、書庫を
見学しながら、学級文庫用の本をたくさん借りてきて、
各クラスに設置します。
図書委員からは、「どの本だったらみんなに読んでもらえるか
を考えて本を選んだりしたので、図書委員という実感がした。」等の感想や、本の多さに感激したようで、
中学校と公共図書館が関わる良い機会となっています。借りた本は、さまざまな形で生徒に提供されます。



学校司書による 読み聞かせ

学校司書による読み聞かせがあり。支援学級では楽しみにしています。



配膳読書（すき間読書）
毎日の配膳読書の際に自分の選んだ本が常に用意され身近にあると、短い休憩時間や、食事を済ませてから
給食を片づけ「ごちそうさま」の合図を待つ。
短いすき間にも読書に親しむ生徒がでてきて、身近に本を準備しておくことの大切さを実感します。



放送部員・図書委員が、

昼の給食放送で読み聞かせ
を行う期間があります。

生徒の選んだ絵本は人気
があり、生徒による読み聞か
せがブームになっています。

放送部員・図書委員が本を
紹介する機会が多いので、

マニュアルを作成し、自分た
ちでいつでも読み聞かせや
本の紹介ができるように用意
しておきます。



お話しキャラバン

地域ボランティアの“お
はなしキャラバン”があり、
読書月間の取組みの一
つになっています。

文庫連のスタッフによ
る読み聞かせやストー
リーテリングを通して、本
のおもしろさを体験でき
ます。



図書委員お薦めの本

図書委員による、お薦めの本紹介があります。「図書委員がもっとみんなに本を勧められるように、自分たちももっと本
を読もう。」と、意見を出し合っています。
図書委員のお薦め本紹介は、図書館前廊下への掲示や、pop作り、図書だよりへの掲載、給食放送での朗読紹介、等
さまざまです。図書委員お薦めの本は、本校図書館の入り口付近に並べられ、人気があります。



全教員の協力による『お薦めＢＯＯＫ』

全教員からの『お薦め
の本』熊中teachersの冊
子です。

校長や教頭・教務・生
徒指導主事・養護教諭
等、全教員の協力による
“お薦めbook”です。忙し

い中、協力をしてくれて
います。



生徒主体の図書委員会活動

図書委員会では委員長と副委員長が司会進行す
ることがよくあります。

みんなが理想とする図書館の過ごし方の意見を
活発に出し合い、“みんなが利用しやすい図書館”
にするために、図書委員会目標や図書館ルール
を作成します。



「図書館ルール」全校集会で発表 図書館掲示

図書館ルールを作成するようになっ
たのは、マナーに問題がたくさんあった
からです。

以前は、図書館内が騒がしくて本当
に本を読みたい生徒が読書しづらい、
入り口が脱いだ上靴だらけでふさがっ
ている、走り回る、机の上に寝転がる、
本が多数紛失する、喧嘩が起こる等、
異年齢が利用する場所でもあり、中学
校の図書館は問題が山積みでした。

そこで、このような大変な実態をみん
なに考えてもらいたいと考え、毎年実
態に合わせルールを作り変え、全校集
会で「図書館ルール」として、全校生徒
に呼びかけるようになりました。集会の
後は、図書館に掲示し、常に意識でき
るようにしています。



本校図書館で実際に起
こった問題を道徳教材
「熊中ライフ」として、司書
教諭が作成し、全校生徒
に問題を投げかけ考えて
もらうこともあります。

全校生徒から出てきた
意見をまとめ、「熊中ライ
フ返信編“こんな意見あ
りました”」として皆に戻し
ます。



このように、図書館運営
において、その折々におい
て対処していかなくてはな
らないこともあり、司書教
諭の役割はさまざまです。

このほか、図書館で起
こった気になること等、急
を要する場合は職員朝礼
で、検討を要する場合は
運営委員会・職員会議で
報告・相談します。

また、読書月間の振返り
アンケート結果等もフィー
ドバックして伝え、共通理
解を図ります。

こういった面のファシリ
テーター役も、図書館運営
において司書教諭として忘
れてはならない役割です。
どんなときも、全職員の協
力や応援によって支えら
れている、と感じています。



図書館イベント 振り返りポスター

図書館行事は、事前にポスターを作成して全校に案内し、事後は、イベントごとに取組みの様子や感想を振り返り、
模造紙にまとめ、玄関や図書館前に掲示します。文化発表会にも展示し、全校に紹介します。
制作中の図書委員の生き生きした表情から、楽しみの一つであることがうかがえます。


